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原始星周囲から放出されている双極分子流の起源につい

ては、(1) 磁場で直接駆動されているという考え (磁場駆

動説)と、(2) より原始星近傍から放出されているジェッ

トによって引きずられたとする考え (引きずり説) があり、

決着が着いていない。

この問題を観測的に決着を着けるためには、磁場構造を

観測することが最も直接的である。本研究では磁場駆動双

極分子流から予測される星間塵熱輻射の偏光パタンを研究

した [2]。星間塵はその長軸が磁場に垂直に整列し、その

ような星間塵からの熱輻射は長軸に垂直な磁場ベクトルを

持つように偏光した電磁波として観測される。図 1は、2

次元軸対称磁気流体力学シミュレーションで得られた磁場

駆動双極分子流の構造 (実線は密度の等高線、破線は磁力

線のポロイダル (子午面)成分)を示している [1]。回転軸

(z 軸)に垂直方向 (左右)にガス円盤が形成され、それに

垂直方向 (上下)に双極分子流が噴出している。

z 軸からの角度 θ の方向から見たとき、偏波を表すス

トークスパラメータ qと uは、磁場と天球面とのなす角 γ

と天球面に射影した磁場の位置角 ψを用いて、視線に沿っ

て密度 ρを積分することにより q =
∫
ρ cos 2ψ cos2 γds、

u =
∫
ρ sin 2ψ cos2 γds のように計算される。

図 2はストークスパラメータ分布から計算された熱輻射

強度、偏光度、偏光 (Bベクトル)の分布である。(1)軸上

(θ = 0◦: 上)から観測すると双極分子流は、円周に沿った

方向に、比較的偏光度の高い偏波として観測される。偏光

パタンは軸対称である。(2)円盤方向 (θ = 90◦: 下)から

観測すると円盤の偏光度は高く、双極分子流は低く観測さ

れる。偏光パタンは上下左右鏡像対称である。(3)その中

間 (θ = 60◦: 中)では円盤、双極分子流とも偏光度の低い

図 1: 双極分子流の MHDシミュレーション．計算範囲はおよ
そ 3000AU× 6000AU．

部分として観測される。この場合は、偏光パタンは 180度

の回転対称性のみを持っていることがわかる。これらはい

ずれも磁場がポロイダルとトロイダル (円周方向)成分を

持つ場合の特徴である。

磁場がトロイダル成分を持つことは磁場駆動の直接的証

拠に当たり、このパタンが観測された場合、双極分子流は

磁場駆動であると結論づけることができる。
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図 2: 計算された星間塵熱輻射強度 (黒線)，偏光度 (白線とカ
ラー)，偏光ベクトル (黒棒)の分布．(上)z軸上から，(中)z軸か
ら 60度方向から，(下)赤道面上から見たときの分布．
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